
 

ベルバナナ栽培に関する地学的考察 
富士市は、標高3,776mの富士山から駿河湾（水深2,500m以上）へと続く、比高差6,000mを超えるダイナミッ
クな地形構造の渦中にあります。この極端な地形配置が、特有の微気候を生み出しています。 

1. 北側山塊による「寒気ブロッキング」効果 
富士市の北側には、富士山および南アルプス（赤石山脈）という巨大な天然の障壁がそびえています。 

●​ 北風の遮断： 冬季、ユーラシア大陸から吹き出す冷たい北西の季節風（季節風）は、標高3,000m級の
南アルプスや富士山に衝突します。 

●​ 断熱昇温（フェーン現象の類似効果）： 寒気が山を越える際、水分を日本海側に落として乾燥し、斜面
を吹き降りる過程で圧縮され温度が上昇します。これにより、富士市を含む富士山南麓には乾燥した比

較的温かな空気が供給されます。 

2. 駿河湾の巨大な「蓄熱槽」機能 
南側に面する駿河湾は、日本で最も深い湾であり、黒潮（日本海流）の影響を強く受けています。 

●​ 顕著な無霜地帯の形成：深海は比熱容量が大きく、駿河湾の海水温は冬場でも15℃前後を維持してい
ます。沿岸数キロ圏内に特異的な温帯多湿気候を形成し、霜の発生を物理的に抑制します。 

●​ 有効積算温度の安定： 海からの温かく湿った空気が流れ込むことで、内陸部に比べて放射冷却の影響
が緩和、冬の夜間の冷え込みが抑制され、生育に必要な積算温度が効率的に蓄積されます。 

3. 地質的特性：肥沃な火山灰土壌 
地質学の文脈では、バナナは「火山の落とし子」と言い換えることができるそうです。 

●​ 黒ボク土（アンディソル）： 多くのバナナ産地は火山地帯に位置します。風化した火山灰はミネラル（カリ
ウム、マグネシウムなど）が豊富で、排水性と保水性のバランスが絶妙です。バナナが「カリウムの宝

庫」なのは、火山の恵みを直接吸い上げているからです。 
●​ 恒温性の湧水：富士山の湧水群は年間を通じて約15°C前後で安定しているため、周辺の地温や水辺

の気温を一定に保つバッファー（緩衝材）として機能します。 

地形による環境と微気候（マイクロクライメイト） 

形要素 役割 バナナ育成の影響 

南アルプス・富士山 防風壁 極寒の北風をシャットアウトする 

駿河湾（黒潮の分枝流） 熱源 海洋からの暖気供給と温度調節 

黒ボク土（アンディソル）） 土壌 透水性と保水性が高く適した土壌 

まとめ 
富士市の温暖さは、単なる低緯度によるものではなく、「巨大山岳による寒気の遮断」と「深海による蓄熱」と

いう、地学的な「盾」と「暖炉」を併せ持った好条件が合致した、日本国内でも稀有なバナナ栽培の適地だと考

えられます。これは、本来の熱帯地域とは異なる、独自の「温帯バナナ栽培」の可能性を示唆しています。 



 

富士山と駿河湾がもたらす微気候（マイクロクライメイト） 

1. 駿河湾の地形と蓄熱のメカニズム 
物理学的には「比熱の大きい海水が大量に存在すること」と、水深が深いために「冬場でも冷え切らない深層
水が表層と混合しにくいこと」が重要です。水深2,500mにおよぶ膨大な海水量が巨大な熱容量を持ち、冬の
放射冷却による気温低下を緩和するバッファー（緩衝材）として機能する。 
2. 「黒潮」および「暖流」 
駿河湾が温かい最大の科学的根拠は、地形だけでなく、フィリピン沖から北上する暖流「黒潮」の分枝流が湾
内に流入することにあり、常に熱源が供給されています。 
3. 地質学的背景（プレート境界） 
駿河湾の深さは、フィリピン海プレートがユーラシアプレートの下に沈み込む「駿河トラフ」という地質学的構造
に由来します。この「急峻な海底地形」が、海岸線のすぐ近くまで深い海（熱源）を近づけている点が、他の沿
岸部との決定的な違いです。 
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